
1 
 

「
ク
リ
ミ
ア
半
島
、
歴
史
の
旅
」
『
清
淵
』
二
〇
一
四
年
八
月 

上
野
俊
彦 

ク
リ
ミ
ア
は
、
面
積
二
万
五
五
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
四
国
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
半

島
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
の
二
〇
一
四
年
五
月
、
こ
の
ク
リ
ミ
ア
の
帰
属
が
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の

係
争
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
と
の
起
こ
り
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
統
領
（
当
時
）
が
Ｅ
Ｕ
連
合
協
定
調
印
を
凍
結
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
連
合
協
定
調
印
が
た
だ
ち
に
Ｅ

Ｕ
加
盟
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
調
印
凍
結
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
望
む
親
西
欧
派
を
失
望
さ
せ
、

反
政
府
運
動
が
激
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
反
政
府
運
動
の
中
心
は
過
激
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
勢
力

（
以
下
、
過
激
派
）
で
、
二
〇
一
四
年
二
月
十
八
日
に
は
首
都
キ
エ
フ
で
治
安
部
隊
と
の
大
規
模
な
衝
突

が
起
き
、
七
十
五
名
以
上
の
犠
牲
者
を
出
す
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
二
十
一
日
に
Ｅ
Ｕ
の
仲
介
で
ヤ

ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
と
野
党
は
、
大
統
領
選
挙
繰
り
上
げ
実
施
と
挙
国
一
致
政
府
樹
立
で
合
意
し
た
。
し

か
し
過
激
派
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
大
統
領
即
時
退
陣
を
要
求
し
て
武
力
闘
争
を
継
続
、
二
十
三
日
に
大
統

領
が
逃
亡
し
て
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
は
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
に
成
立
し
た
暫
定
政
権
は
、
ロ
シ
ア
語
を

第
二
公
用
語
と
し
て
認
め
な
い
な
ど
ロ
シ
ア
系
住
民
の
権
利
を
制
限
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
こ

ん
ど
は
暫
定
政
府
と
ロ
シ
ア
系
住
民
と
の
対
立
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
二
〇
一
四
年
三
月

十
六
日
、
ロ
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
住
民
が
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ク
リ
ミ
ア
で
住
民
投
票
が
お
こ

な
わ
れ
、
投
票
率
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
賛
成
が
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
と
な
り
、

同
十
八
日
、
ロ
シ
ア
と
の
併
合
条
約
が
調
印
、
同
二
十
一
日
に
は
ロ
シ
ア
の
国
内
法
的
手
続
が
完
了
し
て
、

ク
リ
ミ
ア
は
再
び
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
。
い
ま
、「
再
び
」
と
書
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
ク
リ

ミ
ア
は
、
一
七
八
三
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ク
リ
ム
・
ハ
ー
ン
国
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
併

合
さ
れ
て
以
来
、
ず
っ
と
ロ
シ
ア
帝
国
領
で
あ
り
、
そ
の
後
は
ソ
連
領
、
つ
ま
り
自
国
の
領
土
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
が
外
国
の
領
土
だ
っ
た
の
は
、
ソ
連
解
体
後
の
一
九
九
二

年
か
ら
の
二
二
年
間
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。 

し
か
し
、
ク
リ
ミ
ア
の
歴
史
は
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
よ
り
も
は
る
か
に
長
く
、
二
五
〇
〇
年
前
、
半
島
南

部
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
植
民
都
市
ケ
ル
ソ
ネ
ス
（
ロ
シ
ア
語
で
ヘ
ル
ソ
ネ
ス
）
が
築
か
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
ケ
ル
ソ
ネ
ス
遺
跡
は
、
二
〇
一
三
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
様
式
の
白
い
石
柱
が

黒
海
の
青
さ
に
映
え
て
美
し
い
（
写
真
１
）
。
ケ
ル
ソ
ネ
ス
は
軍
港
の
町
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
の
近
郊
に
あ

る
。
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
観
光
と
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
。 

歴
史
は
く
だ
っ
て
、
一
五
世
紀
か
ら
は
ク
リ
ム
・
ハ
ー
ン
国
の
時
代
と
な
る
。
ハ
ー
ン
の
宮
殿
は
、
か

つ
て
の
都
バ
フ
チ
サ
ラ
イ
に
今
も
残
る
（
写
真
２
）
。
一
五
三
二
年
に
建
設
さ
れ
た
宮
殿
は
一
七
八
三
年
の
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ク
リ
ム
・
ハ
ー
ン
国
の
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
に
際
し
て
被
害
を
受
け
た
が
、
の
ち
に
修
復
さ
れ
、
現
在
は
博

物
館
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
風
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
宮
殿
が
往
時
を
偲
ば
せ
る
。
こ
の
宮
殿
は
、
ロ
シ

ア
の
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
が
「
バ
フ
チ
サ
ラ
イ
の
泉
」
に
詠
ん
だ
噴
水
「
涙
の
泉
」
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。「
涙
の
泉
」
は
大
理
石
で
つ
く
ら
れ
た
壁
面
の
棚
状
の
突
起
か
ら
水
滴
が
ぽ
た
り
ぽ
た
り
と
涙
の
よ

う
に
落
ち
る
だ
け
の
も
の
だ
が
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
詩
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ン
が
愛
妾
の
死
を
悲
し
ん
で
つ
く

ら
せ
た
と
の
物
語
が
広
ま
り
、
バ
レ
エ
作
品
に
も
な
っ
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
旅
は
と
き
に
人

の
心
を
感
傷
的
に
す
る
。
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
な
ら
ず
と
も
、
遠
く
ク
リ
ミ
ア
の
空
の
下
、
異
国
情
緒
た
っ

ぷ
り
の
ハ
ー
ン
の
宮
殿
で
、
旅
人
は
愛
す
る
人
を
失
っ
た
ハ
ー
ン
の
悲
し
み
を
し
ば
し
共
有
す
る
こ
と
と

な
る
。 

ハ
ー
ン
の
宮
殿
か
ら
さ
ら
に
山
深
く
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
岩
窟
に
つ
く
ら
れ
た
聖
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
修

道
院
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
制
は
三
世
紀
エ
ジ
プ
ト
が
起
源
と
さ
れ
、
四
世
紀
に
は
ト

ル
コ
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
で
共
住
制
修
道
院
の
基
礎
が
築
か
れ
、
六
世
紀
に
は
シ
ナ
イ
半
島
の
聖
カ
テ
リ
ナ

修
道
院
、
ギ
リ
シ
ア
北
部
ア
ト
ス
山
の
修
道
院
群
な
ど
が
成
立
し
た
が
、
い
ず
れ
も
人
里
離
れ
た
山
間
僻

地
や
絶
壁
上
に
あ
る
。
バ
フ
チ
サ
ラ
イ
の
聖
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
修
道
院
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

現
存
す
る
修
道
院
は
、
ク
リ
ミ
ア
が
再
び
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
も
ど
っ
た
一
八
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
ろ

う
か
ら
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
現
存
す
る
洞
窟
修
道
院
と
し
て
は
、
一
一
世
紀
半
ば
に
建
設
さ

れ
た
キ
エ
フ
洞
窟
修
道
院
の
ほ
う
が
古
い
こ
と
に
な
る
。 
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バ
フ
チ
サ
ラ
イ
の
聖
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
「
岩
窟
」
修
道
院
の
奥
に
、
さ
ら
に
興
味
深
い
場
所
が
あ
る
。

岩
山
の
上
に
広
が
る
洞
窟
都
市
「
チ
ュ
フ
ト･

カ
レ
」
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
標
高
を
低
く

し
周
囲
の
山
を
平
坦
に
し
た
よ
う
な
感
じ
の
遺
跡
で
あ
る
。「
チ
ュ
フ
ト
・
カ
レ
」
の
起
源
は
五
世
紀
に
ま

で
遡
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
寺
院
の
跡
な
ど
も
あ
る
の
で
一
八
世
紀
頃
ま
で
は
人
が
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。 

ク
リ
ミ
ア
が
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
観
光
地
と
な
っ
た
の
は
、
ク
リ
ミ
ア
南
部
の
ヤ
ル
タ
が
保

養
地
と
し
て
発
展
し
た
一
九
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
は
北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
比

較
的
平
坦
で
、
半
島
南
部
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
険
し
い
山
岳
地
帯
が
あ
る
。
内
陸
部
に
あ
る
ク
リ
ミ
ア
の

中
心
都
市
シ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ポ
リ
か
ら
海
岸
沿
い
の
ヤ
ル
タ
ま
で
は
鉄
道
が
な
く
、
峠
越
え
の
道
路
が
通
じ

て
い
る
。
ヤ
ル
タ
は
文
豪
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
家
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
お
ぼ
し
き
主
人
公

と
人
妻
と
の
不
倫
を
描
い
た
小
説
、『
犬
を
連
れ
た
婦
人
』
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
い
う
、
米
英
ソ
三
国
首
脳
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦

後
処
理
を
話
し
合
っ
た
ヤ
ル
タ
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

ヤ
ル
タ
は
、
海
岸
近
く
ま
で
険
し
い
山
が
迫
る
と
こ
ろ
に
、
わ
ず
か
に
谷
川
沿
い
に
開
け
た
狭
い
土
地

に
発
達
し
た
町
で
、
東
京
近
く
で
言
え
ば
温
泉
こ
そ
な
い
が
湯
河
原
や
熱
海
と
い
っ
た
風
情
で
、
山
の
急

斜
面
に
ま
で
住
宅
や
ホ
テ
ル
が
び
っ
し
り
立
っ
て
い
る
。
近
郊
の
山
の
斜
面
に
は
ブ
ド
ウ
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。
ク
リ
ミ
ア
は
ワ
イ
ン
の
産
地
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
・
ワ
イ
ン
と
言
え
ば
、
マ
ス
カ
ッ
ト
種
の
ブ
ド

ウ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
甘
口
の
白
ワ
イ
ン
、
中
で
も
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
治
世
一
八
八
二
年
に
建
設

さ
れ
た
マ
サ
ン
ド
ラ
宮
殿
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
ち
な
む
、

マ
サ
ン
ド
ラ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
白
ワ
イ
ン
が
有
名
だ
。 

ヤ
ル
タ
会
談
の
メ
イ
ン
会
場
は
、
白
亜
の
リ
ヴ
ァ
デ

ィ
ア
宮
殿
で
あ
っ
た
（
写
真
３
）
。
こ
の
宮
殿
は
、
最
後

の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
た
め
に
第
一
次
世
界
大
戦
開

戦
直
前
の
一
九
一
一
年
に
建
設
さ
れ
た
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ

ル
様
式
の
近
代
的
な
建
物
で
あ
る
。
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
宮

殿
は
、
足
が
不
自
由
で
移
動
が
困
難
だ
っ
た
ル
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
の
た
め
に
宿
舎
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
他
方
、

チ
ャ
ー
チ
ル
の
宿
舎
は
、
一
八
四
六
年
に
完
成
し
た
ヴ

ォ
ロ
ン
ツ
ォ
ー
フ
伯
爵
の
別
荘
、
ア
ル
ー
プ
カ
宮
殿
だ

っ
た
。
そ
の
ア
ル
ー
プ
カ
宮
殿
と
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
宮
殿

と
を
つ
な
ぐ
海
岸
沿
い
の
一
本
道
の
途
中
に
立
つ
ユ
ス
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ポ
フ
公
の
別
荘
、
ユ
ス
ポ
フ
宮
殿
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
宿
舎
だ
っ
た
。
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
が

相
談
の
た
め
に
互
い
の
使
者
を
往
復
さ
せ
る
の
を
ス
タ
ー
リ
ン
が
監
視
す
る
た
め
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

今
は
い
ず
れ
の
宮
殿
も
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。 

ヤ
ル
タ
会
談
は
一
九
四
五
年
二
月
初
め
に
開
か
れ
て
い
る
。
保
養
地
と
は
い
え
、
ヤ
ル
タ
の
緯
度
は
北

海
道
北
端
に
相
当
す
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ポ
リ
北
方
の
町
、
サ
キ
の
飛
行
場
に
着
陸
し

た
一
行
は
、
雪
の
中
を
車
で
一
〇
〇
数
十
キ
ロ
走
っ
て
ヤ
ル
タ
に
到
着
し
て
い
る
。
凍
て
つ
い
た
道
路
の

両
側
に
一
定
間
隔
で
立
っ
て
い
た
護
衛
の
兵
士
は
老
人
と
子
ど
も
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
軍
の

占
領
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
の
ク
リ
ミ
ア
に
は
、
も
う
ま
と
も
な
兵
士
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
戦
災
で
荒
れ
果
て
た
ク
リ
ミ
ア
を
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
見
せ
、
米
国
が
切
望
す

る
ソ
連
の
対
日
参
戦
が
い
か
に
高
く
つ
く
か
を
示
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

は
、
千
島
列
島
を
ソ
連
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
対
日
参
戦
を
引
き
出
し

た
の
で
あ
る
。 


